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３次元モデルの施工現場での活用としてデジタルツイン技術を使った現場臨場体験を実施しています。現場作業員が
現場に入場する前に、VRによる仮想現実空間での現場臨場を体験することで予め危険な箇所や危険な作業を認知でき、
現場での安全管理が向上することを期待しています。
また、ＡＲ技術を活用し、遠隔での臨場（立会）を実施するとともに、今後検査においても活用していく予定にしています。

前号に引き続き、淀川大堰閘門事業におけるインフラDXの取組みを紹介します。
■ デジタルツインによる現場臨場

大堰閘門事業のＰＲの一環として、仮想現
実（ＶＲ）を用いた閘門通過体験や、ＡＲを活
用し大堰閘門の完成イメージを現地でタブ
レットをかざすことで可視化するなど、広報
においてもＤＸを活用しています。

■ ＶＲ・ＡＲ技術を活用した広報

ARの遠隔臨場イメージ

また、淀川舟運や大堰閘門の紹介及び大堰閘門のＤＸの取組について、
研修や体験が出来る施設として、インフォメーションセンターを建設してお
り、今後これらを活用し、職員、自治体、設計業者、施工業者を対象とした研
修会を実施していく予定です。

VRを活用した現場臨場体験の様子

図１　除雪状況表示画面 図２　交通状況表示画面

AR重畳画面

タブレットによる検討対象のAR重畳 発注者事務所等でのAR重畳画面共有

以下のＱＲコードで、淀川大
堰閘門の事業紹介や、閘門通
過体験を見ることが出来ます。

■ 事業紹介 淀川河川事務所ホームページ
淀川大堰閘門事業
～デジタル技術で淀川をつなぐ～
【インフラDX】

大堰閘門通過体験

完成後に、乗船して通過するイメージを想定し作成
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県民向け大雪関連情報の充実化

福井県では、平成３０年２月豪雪や令和３年１月大雪において、至る所でスタック車両や渋滞が発生し、県民生活や物流などに
大きな影響を及ぼした。このため、平成３０年度より除雪車両にＧＰＳ端末を搭載することで、リアルタイムに位置情報を把握で
きるシステムを構築し、除雪作業の効率化を進めている。令和３年度には、県のホームページ「みち情報ネットふくい」上で位置
情報をもとにした除雪車両の通行軌跡を表示し、都道府県では全国初となる「除雪状況の見える化」を実施した。また、グーグ
ル社が提供している交通状況を当ページでカメラ画像と併せて表示できるようにした。さらに、市町の除雪機械へのＧＰＳ導入
に対して支援を行い、市町の幹線道路についても県のホームページで除雪状況を表示させ、県民に対して、管理者が違う道路
でも一つのページで確認ができるようにした。

◆ 除雪状況の見える化

前述のような大雪だけでなく、近年激甚化しつつある災害全般に対して、当県においても、多くの職員が２４時間３６５日体制
で対応に従事している。一方で、行政の職員数は年々減少しており、マンパワーの不足に加え、高度化する県民のニーズへの
対応などにより職員の負担増大が課題となっている。このような状況から道路管理にもＡＩの技術を導入し、業務の効率化・高
度化を目指した。ＡＩの活用にあたっては、すでに設置済みの道路状況確認カメラや通行規制情報を案内するホームページと
いった既存ストックを有効活用し、新たな投資を極力行わないことに配慮した。これまでにカメラ画像をＡＩで解析し路面状態を
判別する技術や、ＡＩ音声を用いた通行規制情報の自動応答サービスに関する実証実験を行ってきたところである。どちらも全
国で初の取り組みであり、今後も引き続きこれらの技術を用いて、県民に必要な情報をより分かりやすく提供し、効率的に県民
サービスの向上を目指す取り組みを進めていきたい。

◆ ＡＩを活用した道路管理の効率化・高度化

福井県 

図３　AIによる路面状態の判別 図4　AI音声による道路規制情報案内
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